
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

なのです。モーセはエジプトで王の息子として育つわけですからそこでモー
セは未だにエジプトのパロの弟という存在なのです。ですから彼自身が神様
が主であることを知らなければならない。まだ知っていない、頑ななのです。
１，(川の )水が血に変わる (7：19)　
２，カエルの群れ (8：1)　
３，地のちりがブヨになる
（8:16）　
４，アブの群れ (8:22)　
５，家畜に疫病が流行る (9:3)　
６，膿の出る腫物 (9:10)
７，雹が降る (9:18)　
８、バッタの大群 (10：5)　
９，３日間の暗闇 (10：22)　
１０，初子 (長子 )が死ぬ (11：5)　
　人は失わないでも失っても分からないし、失うまでとことん失うまで行か
ないと、最後の最後すべてを失わないと自分が間違っていたことが認められ
ない。とうとう，自分の人生すら後悔のなかで初めて彼は気が付く　。聖書
の中で言われています。自分がやっていることがダメって言われています。
同情はダメ、かわいそうではダメ、本当の愛でなければ変われない。嘘をつ
いてもダメ、本当の向き合い方をしなければ人は良くならない。
と分かっている。神様の愛は真実の愛だと分かっています。私たちも真実の
愛を求めるけれど本当はそれが出来なくて、いつも自分が中心にいて、1 度
痛い目に合うとその時は分かるが、それが過ぎ去るとまた戻ってしまう。神
様の恵みもやってはいけないと分かっていても何か問題が起こりその時は分
かりますが、また繰り返して行ってしまいます。

　踏み外すと分かっていても踏み外してしまいます。私たちは愚かなのです。
自分の心をちゃんと見張ってないといけない。自分がやっていることが本当
に正しいかどうかを聖書と照らし合わせてみないといけない。多くの人たち
は神様が言ったから！と言います。
　だけど、そのやっていることは聖書の中で言っている神の愛とは違うこと
が多い。同情は決して神の愛ではありません。私たちはその人の人生を本当
に思って流すものが愛なのです。

　私たちの過去には色々な出来事があります。モーセも最初の 40 年、王の
息子としてエジプトで育ちました。何でも出来る俺は王の息子だ！でも、そ
んな中で自分はユダヤ人なのかと自分のルーツを学びます。すると自分の同
胞がムチ打たれて苦しめているのを見て「俺はこのままでいいのか」と思っ
て自分の同胞が理不尽に打たれているそのエジプトの自分のしもべを手違い
で殺してしまった。エジプトから命を追われて裏切り者なので荒野に逃げて
いくわけです。そこで自分は何も出来ない自分に出来ることは何もないとい
うところまで落ちる。自分は何でも出来ると思っていた彼が自分には何も出
来ませんって学びます。そして彼はイスラエルの民と共に荒野を学んでいき
ました。そこで彼は学んだんです。自分では何も出来ないが、神と共に居る
のならば自分は出来るという事を学びました。私たちは何でも出来ると思っ
て生きてきました。１人でやらないと思って頑張ってます。だけどそれは私
たちが傲慢である証拠です。私たちは自分の髪の毛すら生やすことができま
せん。もう一度この血液を作り戻すことは出来ません。
　神が造ってくれたこの体がすべてを成し遂げているだけで私たちは何も出
来ません。自分が出来ないことを知るために訓練にあうことがあります。し
かしその時に神は共にいてくれていることを知ります。そんな私たちが人に
は出来ないことも神には出来ると思えるようになるのがこの十字架です。キ
リストは十字架の上で私たちの過去のすべての暗闇の部屋を開けてそれも優
しくノックをして私たちの心に光を灯してくれました。
　そして惹かれるようになった私たちの心の中にある全ての痛みを取り去っ
てくれました。だから私たちは祈ります。主よ、もしあなたがいるならこの
私たちの心の中にある暗闇を取り去ってください。すると彼はそこに光となっ
てくれるでしょう。

 

来週の奉仕者
（７月２８日）

今週は…Ⅱ列王記10：28～Ⅱ列王記１3：25

　～リビングライフより～

「神様のファブリックアート」「神様のファブリックアート」

（ ２０２４ 年７月１４日 ） 

（要約者：

　今週のリビングライフは、列王記第二１４章から１６章２０節です。アマツヤ、ア
ザルヤと聞いたことのある王が登場します。この前で、ヨアシュ王の治世を読みまし
た。彼は祭司エホヤダが生きている頃は主に従っていました。神殿の修繕を行なって
いましたが、祭司が死んだ後に、アラムの王ハザエルが攻めてきた時に、なんと神殿
の宝物倉から金銀を取って与えました。最後は主に拠り頼むことをやめてしまってい
ました。この父から生まれたのがアマツヤです。彼も父と同じように主に従いました。
けれども、ヨアシュが高き所は残しておいたように、アマツヤも残していました。「彼
は主の目にかなうことを行なったが、彼の父祖、ダビデのようではなく、すべて父ヨ
アシュが行なったとおりを行なった。ただし、高き所は取り除かなかった。民はなおも、
その高き所でいけにえをささげたり、香をたいたりしていた（３－４節）」とあるよ
うに、神さまに従っている部分と、神さまより自分を優先させている部分が見えてき
ます。さらにアマツヤは、反逆したエドム人たちを鎮圧しています。アマツヤは、主
によって与えられた勝利によって自信過剰になり、イスラエルに戦いを挑みました。
主によって恵みを受けると、その祝福があります。その祝福が神の恵みによるもので
あり、決して自分の願いや志によって与えられたものではありません。けれども、自
分には出来ると思い込みます。神の恵みから離れて、自分自身でいろいろやりくりし
ていくのだと思い上がってしまうのです。案の定、勝敗を決める戦いがはじまり、結
果としてはアマツヤの惨敗に終わります。エルサレムの城壁は壊され、多くの財宝と
人質が奪い取られています。これが契機となって、彼は自分の民たちに暗殺されてし
まいます。
　このように、神さまに従っている「風」で実は、じぶんの考えのままに行動してい
る…このような状況は、私たちにも多くあるのではないでしょうか。本当に主は憐れ
み深い方です。それは私たちに対しても同じです。主は私たちを救おうと今も憐れん
でおられます。私たちが罪を犯したから終わりなのではなく、そこから回復できるよ
うに私たちのために救い主イエス・キリストを送ってくださいました。私たちが、こ
のような考えを横に置き、悔い改めて神さまに聞き従うなら、必ず将来と希望が約束
されます「苦難の日にわたしを呼び求めよ。わたしはあなたを助け出しあなたはわた
しをあがめる(詩篇50:15)」アマツヤのように自分の考えにすがるのではなく、また、
中途半端なことをするのではなく、しっかりと神の憐れみに拠りすがりましょう。
そうすれば、主は私たちをめぐみと祝福で満たしてくださいます。
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　罠はいつも目の前に用意されています。気をつけなければいけない。( 動
画：鶉が罠にかかっています ) 前の人が落ちても、それでも落ちにいって
いく。これが人間なのです。目の前に罠があることが分かっていても落ち
てしまう。憎むとどうなるか⁉批判するとどうなるか⁉１部の声を聞くと
どうなるか⁉ってことが聖書には書いています。でも私たちはやってしま
う。私たちはずっと続けています。目の前でずっとやり続けている人が居
るのに、それで落ちていく人が居るのにそれでも同じことをくり返す。自
分が当事者になると分からない。怖いことです。そろそろ目を見開いて神
様の前に心を静めて自己を捨てて決断をする時が来ているのではないで
しょうか。

　自分は何者かと聞かれて何と答えるでしょう⁉名前を言えば相手に届く
のでしょうか⁉私たちは聖書でずっと学んできましたが、神様は理不尽の
中でもうすでに世の中は理不尽ですから何でこんな事が起きるのだろう⁉
ただ愛し合うはずなのになんでこんな風に裏切りあうのだろう⁉そのよう
なことが起きるその中で１人の人がそれでも神様の愛に立とうと多くの人
が裏切りあって悪口を言う中で、もう自分はしない。自分はそういう方法
ではやり返さない。私は彼らを愛する・祝福する。いや、自分で今できる
事をする。そのようにネルソンマンデラのように多くのリーダーたちのよ
うに行動した時に神様はそこに奇跡をもたらします。
　ネルソンマンデラという人は自分が何者であろうと思っていたと思いま
すか⁉彼は自分の中で、このアパルトヘイトを解決する仕事が自分の大切
な目的だって分かっていたはずです。例え無実の罪で牢獄され、息子をそ
こで事故だと見せかけられて殺されても、彼らはそこで決して白人に対し
て反発をしなかった。そんな事が私たちは出来るのでしょうか⁉アンデラ
を支えてきた中心の者達が言いました。今ここで初めて私たちが権利を主
張できる時ではないのではないか !！白人たちにされてきた事を今やり返
せるのではないか⁉なぜ、その中で彼らを側近に置くのであろうか。私は
今までのやってきた時代を繰り返すことはしない !！そうした人がいるの
でそれをしなければならないことを知っている。それが決断できるように
祈るわけです。するとその祈りの中で私たちの心の中にあった自らの自己
というものが少しずつ崩れていくことを体験することになります。
私たちは決断することができるわけです。私は何者なのであろうかという
ことを考える時である。

　モーセが変わっていく姿が分かります。最初は自身がないがモーセは自
分の役割が分かってきました。神様の前でモーセは何も申せないと言って
います。自分の力では出来ませんと言っている。できなかったモーセがパ
ロと向き合うなかで初めてエジプトの 300 万人の民を率いていく勉強をパ
ロと共にするようになった。

　モーセという人は神様の前から遣わされていきました。３人の人物が出
てきます。①パロという頑なな人。②モーセという頑なな人。③イスラエルの
民という頑なな人。頑なさってどれだけ怖いか私たちは分かると思います。
私たちの心の中には頑固さが住んでいます。大事なことは、譲ってはなら
ないことを譲ってはならない頑固さです。でも私たちは、譲ってもいいこ
とに頑固なのです。どうでもいいことに頑固である。私たちはこの頑固さ
というものを取り除かないといけない。人から聞いた色々な情報を元に私
たちは心の中に頑なさを持っている。そこにどんな背景があって、どんな
思いがあったかなんて関係ないのであります。私たちの心が一度頑なになっ
てしまうと本当のメッセージが届いても聞けない。イスラエルの民はどれ
だけ神様から本当のメッセージを受けても繰り返しです。

　海に飲み込まれたパロ、どんなことを通して海に飲み込まれるまで行っ
てしまうのか⁉
・モーセは神に申し上げた。「私はいったい何者なのでしょう。パロのもと
に行ってイスラエル人をエジプトから連れ出さなければならないとは」（3：
11）
・神はモーセに仰せられた。「私は「わたしはある」という者である。」また
仰せられた「あなたはイスラエル人にこう告げなければならない。『わたし
はあるという方が、私をあなた方のところに遣わされた』と。」（3：14）
・「たとい彼らがあなたを信ぜず、また初めのしるしの声に聞き従わなくて
も、後のしるしの声は信じるであろう。」（4：8）
・主はモーセに仰せられた。「エジプトに帰っていったら、わたしはあなた
の手に授けた不思議を、ことごとく心に留め、それをパロの前で行え。し
かし、わたしは彼の心を頑なにする。彼は民を去らせないであろう。」（4：21）
神様はパロを頑なにしたのでしょうか⁉いや、元々彼の心は頑なですが神
はそこに介入しなかったということです。パロの心の頑なさを神は許した
ということです。ですから頑なにしたというのはこれはあくまで人の意志
です。自分の意志でしか人は頑なになりません。神がその人の心を頑なに
なんかしません。しかし神様は人の心が騒ぐときにみつかいを送ってその
人の心を和ませたり少し心を安らかにしたり、励ましたり色々な方法でそ
の人に聖霊様が語りかけることができます。あなたのところに誰かが来て
祈ってくれることで私たちの心が変わることもあります。しかし神は今回
それを赦したということがこの中で読み取ることができます。エジプトに
おいて神が主であることを示す最大のエジプトって誰かっていうとモーセ
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さいごに

25 日    曽我佐知子
25 日    神達良子

  

    

10 日   山崎風
12 日   中島好正
12 日   富岡凱千

 
 
 

 
 
 15 日   光枝一朗
 17 日   岡本享子
 17 日   曽我悠真
 18 日   楢村明子
 
 
 

25 日    赤松由美子
25 日    真砂香和21 日  平山幸代

23 日  亀澤佐代子
24 日  西山秀平

1日  實金由香利
5 日  泉水一護
  

  

 　今日は出エジプトの全体を見ました。小さなストーリーの中にとて
も大切なことがたくさん出てきますが全体でこの中で出エジプトの民
に伝えたかったことは頑なになるなということでした。私たちの心を
柔らかい優しい心につくりかえ頑なになりそうなこの心を人の言葉に
よって影響を受けた心を今真っ白にしてください。
　今、自分の心に目を向けて探ってみてみましょう。あなたの心の中
には頑なな心はないでしょうか⁉間違ったことをしていないか⁉祈っ
ていきましょう。

  ：

　サラン教会の皆さんが今年も圧倒的な愛をもたらしてください
ました。ご馳走のおいしさと、ボリュームに、驚きと感動でお腹いっ
ぱい心もいっぱいにみたされました。また、今回初めての体験ファ
ブリックァートでは絵心のない私ですが、丁寧に教えてもらい、
上手い下手とかではなくて、みんな味のあるユニークで素敵な作
品になりました。また、今回の宣教チームの中には７年ぶりに来
てくださった方もおられました。かたことの日本語で話していた
方が、流暢に日本語を話せるようになり、心が通じ合える瞬間が
たくさんあって、本当にうれしかったです。7年という会えなかっ
た間もずっと努力を重ねてくださったことに深い愛を感じました。
会ったことも話したこともない日本人のためにここまでしてくだ
さる。これがまさに神様の愛なんだと思いました。礼拝の中でお
証を聴けて感謝でした。７年前も韓国、日本の若者たちの話を聴き、
熱心に祈っておられました。人生のいい時も悪い時も神様を慕い
続ける生き様から湧き出るメッセージと、今を生きる若者たちに
イエス・キリストを伝えたい。という思いは私の背中を押される
ような感覚がありました。宣教に向うということは今まで持って
いた地位も財産も知識も何もかも捨てていく事。とメッセージで
聴いてことがあります。初めてのファブリックアートは絵心がな
い私ですが、祈り心をもってすれば素敵な作品に仕上がったので
す。
　この夏韓国へ初めての宣教に向うのですが、初めてだからと恐
れないで、何もできないけど心一杯の思いを祈りに変えて一歩踏
み出して行けば、一人一人の人生が神様が描く素敵な絵に仕上がっ
ていく事を信じます　
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 頑なな人々

人生は踏み外す

十字架の恵みを知る

エジプトに神が主であることを示す

  私たちは罠に掛からないようにしなければならない

 私はいったい何者なのでしょう⁉

パロの前に出ていった１０の災い

    

 西山秀平

秦泉寺明子

西嵜真由美富岡喜千郎

 

 曽我佐知子 神達良子

名越裕晃

富岡陽子

  　

　出エジプト3：4-11

17:00~ サンデー／ユース

17:00~ サンデー／ユース

17:00~ サンデー／ユース

 「父に生きた人！！子から父へ！！」
～父に生きるとき神の計画が成し遂げられる～

  

    

西嵜 孝之）
19:00~ ゴスペル練習
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19:00~ ゴスペル練習

全体トレーニング
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主日礼拝

主日礼拝

聖餐礼拝

リバイバルミッション

1516 教会
合同礼拝

澤口 明子

あぐりパーク

韓国宣教

韓国宣教

藤原友規子
富岡 牧


